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（別紙様式４－１）                  （県立高等学校・中学校用） 
 

（熊本県立東稜高等）学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
心身を鍛え 節度を重んじ 知能を磨き 徳性を涵養し 国家社会の有為な形成者を育成

する 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 生徒指導の充実（生活習慣の確立、規範意識の醸成、自己効力感の向上、職員間連携）
２ 学習指導の充実（教科の専門性の向上、実践的授業力の向上、自学力の育成） 
３ 進路指導の充実（系統的指導の充実、自己実現のための基盤づくり） 
４ 学校環境の整備（物的環境の整備、人的環境の整備） 
５ 豊かな人間性の涵養（個性の伸長、多様性の理解と共生、読書の習慣化） 

 
 【Ａ：十分達成できている Ｂ：おおむね達成できている Ｃ：やや不十分である Ｄ：不十分である】 

３ 自己評価総括表 
 評 価 項 目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

学校 
経営 

学 校 改

革 の 推

進 

本校教育に

対する生徒

・保護者の

満足度の向

上 

評価アンケー

ト「入学に関

す る 意 識 項

目」上位評価

割合80％以上

[生徒]、80％

以上[保護者] 

・各分掌部、学

年、管理職間の

コミュニケー

ションによる

チームワーク

の向上 

・職員間の学び

合いの機会の

増加と各種指

導力の向上 

A 

評価アンケート「入学

に関する意識項目」上

位評価割合が生徒は

83％、保護者のそれは

90％となり、評価平均

値でも生徒 3.02、保護

者 3.21 となり、生徒保

護者の満足度は向上し

た。今後とも職員間の

コミュニケーションを

密にして、チームとし

て生徒の指導に当たり

満足度向上に努めた

い。 

業 務 改

善・働き

方改革 

業務の適正

化 

時間外勤務の

縮減 

（目標値：前

年同月比超過

勤務時間平均

の２％減／全

体） 

・ノー残業デー

の徹底 

・超過勤務時間

の削減目標の

設定 

・業務の整理、

削減 A 

自動採点システムやカ

ラー複合機の導入によ

り、採点や印刷にかか

る時間が着実に削減さ

れている。またアンケ

ートや諸届け等の一部

電子化で、業務にかか

る時間も削減されつつ

ある。今後もＩＣＴ化

と合理化で、業務の合

理化を推進し生徒と向

き合う時間の確保に努

める。 

開 か れ

た 学 校

づくり 

本校教育に

対する保護

者の理解、

関心の向上 

評価アンケー

ト「学校、家庭

の連携、意思

疎通に関する

意識項目」上

位評価割合90

％以上 [保護

・学校ＨＰや安

心メールを活

用した学校、生

徒、保護者３者

間の情報共有

と連携推進 

C 

評価アンケート「学校、

家庭の連携、意思疎通

に関する意識項目」（保

護者）上位評価割合 82

％で目標に届かなかっ

た。さらなる連絡の工

夫と徹底を図りたい。 
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者] 

本校教育に

対する地域

住民、中学

校生徒・保

護 者 の 理

解、関心の

向上 

評価アンケー

ト「保護者・地

域及び中学校

へ の 情 報 発

信」上位評価

割合90％以上

[保護者  各

学年]、[生徒・

地域及び中学

校への情報発

信」上位評価

割合 90％][生

徒] 

・学校ＨＰの更

新頻度の増加

によるＨＰ閲

覧数の増加 

・東稜ニュース

の発行と配付 

B 

情報発信関連項目、上

位評価割合が生徒で

92％、保護者が 86％、

トータル 89％でほぼ

目標を達成できた。今

後は、保護者へ向けて

の情報発信を、学校Ｈ

Ｐや東稜ＮＥＷＳ等の

発行を通じて強化して

いきたい。 

学力 
向上 

授 業 を

主 体 と

し た 学

力 向 上

の取組 

授業改善と

授業の充実

（各教科共

通の授業技

術と教科の

専門性の向

上） 

評価アンケー

ト「授業に関

す る 評 価 項

目」最上位評

価割合20％以

上[生徒] 

・東稜スタンダ

ードの活用と

ブラッシュア

ップ 

・公開授業の厳

格かつ効率的

実施 

・生徒授業評価

アンケートデ

ータ、職員の授

業相互評価デ

ータ、学習時間

データ、成績 

データなどの

クロス分析 

A 

評価アンケート「授業

に関する評価項目」最

上位評価割合は 46％

（前年 30％）、平均評

価値でも 3.39（前年

3.18）となり過去最高

値を記録した。リアル

での授業が増え、ＩＣ

Ｔの活用が進んだ事が

要因と考えられる。授

業満足度が進路希望達

成率に結びつくように

したい。公開授業等は

コロナの影響でほとん

ど実施出来なかった。 

自 学 力

の醸成 

生徒自らが

学ぶ姿勢の

確立及び学

びの力の向

上 

宅習時間の増

加（目標値：全

学年過去５年

間の平均宅習

時間当該学年

比５％増加） 

・一人一台端末

を利用した宅

習時間調査に

よる学習状況

の把握と調査

結果の活用 

・一人一台端末

での課題の配

信や集計等、利

活用促進によ

る学習の効率

化 

C 

１年生で１３．２％減、 

２年生で １．１％減、

３年生で１３．１％減、

という結果であった。

一人一台端末自体の活

用は大きく進んできた

ものの、課題に活用す

る場面と従来通り紙媒

体を活用する場面のバ

ランスを取りながら宅

習時間の増加を図る必

要がある。学習する意

義についての話も効果

的に行っていきたい。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キ ャ リ

ア 教 育

の充実 

キャリア意

識の向上と

意欲的なオ

ンラインを

活用した体

験学習への

参加 

・今年度のイ

ンターンシッ

プは、コロナ

ウイルス感染

の危険性を考

え 実 施 し な

い。 

・オープンキ

・一昨年度から

インターンシ

ップを実施で

きていない。今

年度は学年部

と相談して代

替案を考える。 

・オープンキャ

 

 

 

 

 

 

 

 

・項目３｢進路につい

て日頃から考えてお

り、わからない点は資

料を調べたり、先生に

聞くようにしている。｣

の肯定的回答は 74％

であった。３年生につ

いては 88％と高い反
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ャンパスへの

積極的参加を

うながすとと

もに、オンラ

インの動画配

信 を 利 用 し

て、進路意識

の 向 上 を 図

る。目標は、学

校評価アンケ

ート「進路意

識、進路活動、

職員への進路

相談」上位評

価割合 75%以

上 [生徒・職

員] 

ンパスの積極

的広報と積極

的参加の推奨 

・総合的な探究

の時間の再編

を行った。大学

探究や課題探

求により進路

学習の充実を

図り、進路に対

して自己決定

できる力を育

成する 

・進路諸活動記

録のポートフ

ォリオ化を促

進するため、キ

ャリアパスポ

ートの利用を

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

面、１・２年生につい

ては１年 65％、２年 69

％と例年並みであっ

た。インターンシップ

は昨年度と同様に中止

としたが、オープンキ

ャンパスなどは Web

や対面で実施され、参

加をうながしたところ

ではあるが１・２年生

の進路意識向上がなか

なか図れていない状況

である。 

・項目４｢｢進路のしお

り｣等、学校から配布さ

れる進路資料は活用し

やすい内容となってい

る。｣は肯定的回答 83

％と生徒は資料や通信

等を読んでいる様子で

ある。また、クラス担

任や教科担任でそれを

利用して話をしている

先生もおられる。 

・保護者においても項

目３｢職員は、生徒一人

一人の個性や能力を伸

長させ、進路実現に向

けてよく指導してい

る。｣86％、項目４｢東

稜高校は、朝・夕課外

や土曜活用などの教育

活動に積極的に取り組

んでいる。｣93％と高い

評価を得ている。 

進 路 目

標 の 達

成 

生徒を集団

と捉える指

導と個に応

じた組織的

な進路指導 

熊大等の大学

進学者を複数

出すことと国

公立大合格50

名以上 

・熊大等の国

公立大学や難

関関東私大を

合格 3 名以上 

・県内国公立

大学合格 23

名以上（熊本

大学 3 名以

上、熊本県立

大学 20 名以

上） 

・生徒の進路希

望、適性等につ

いて分析会な

どを開催し、職

員間の共通理

解を図りつつ

指導体制を整

える 

・進路行事の精

選、時間割クラ

ス編成を工夫

し効果的課外

実践 

・各学年部と進

路指導部の先

生方のタイア

B 

現在、学校推薦型選抜

や総合型選抜で国公立

に合格している生徒は

１２名である。うち国

立大学３名、公立大学

９名（熊本県立大学６

名）である。留学生選

抜において福岡女子大

学に１名合格した。結

果、合計１３名の生徒

が合格している。また、

昨年度に引き続き筑波

大学への合格がでてい

る。 
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ップにより、数

年先を見越し

た生徒の学力

保障 

・二者面談、三

者面談の充実 

生徒 
指導 

規 範 意

識 に 関

す る 指

導 の 充

実 

東稜高校５

つの行動目

標を基本と

した規範意

識の育成 

・評価アンケ

ート「決まっ

た 時 間 の 運

動、勉強」上位

評価割合85％

以上[生徒] 

・評価アンケ

ート⑯「交通

ルール」⑰「言

葉遣い」⑭「服

装・挨拶」各項

目の上位評価

割合95％以上

[生徒] 

・特別指導件

数の削減（目

標値：前年度

減） 

・部活動時間確

保、下校時間の

定着、家庭での

スマホ利用の

改善 

・服装頭髪指

導、交通指導、

校則指導の徹

底 

・ホームルーム

や授業を通し

ての挨拶指導

等の徹底 

B 

「決まった時間の運

動、勉強」上位評価割

合は 81%であった。目

標値は下回り、昨年よ

り１ポイント減少し

た。放課後の時間の使

い方や家庭学習時間の

確保が課題である。 

⑯「交通ルール」99%、

⑰「言葉遣い」99%、⑭

「服装・挨拶」95%であ

り、目標値を達成した。

しかし、生徒の意識の

高さと実態に乖離があ

る。 

特別指導件数は 2 件で

あり、前年度から 1 件

減少した。しかし、複

数で行動し、他人の行

動に流される生徒も多

く、今後も注意が必要

である。 

情 報 モ

ラ ル 教

育 の 充

実 

・スマート

フォンの適

切 な 使 用

（使用時間

含む） 

・不適切な

使用で起こ

る危険性の

理解 

・平日のスマ

ホ使用時間１

時間未満の生

徒の増加（目

標値：全校生

徒の 30％以

上） 

・校内での不

適切な使用で

指導される生

徒数の学年進

行での減少 

・情報モラル教

室、職員研修の

実施 

・実態調査アン

ケートの実施 

・他分掌との連

携による対策

（スマホ通信

の発行・スマホ

ダイエットの

実施） 

A 

学校評価アンケー情報

モラル教育活動項目

は、生徒の評価値は

3.44、保護者のそれは

3.12 で過去 3 年間でい

ずれも最高値となっ

た。今後も現在の取組

をブラッシュアップ

し、生徒の学力向上、

学校生活の質の向上に

繋がるように努力す

る。 

・平日のスマホ使用時

間１時間未満の生徒は

46％に増加した。しか

し、３年生の 63%に対

して１・２年生は 35%

程度であり、早い段階

でのスマホの適正利用

が課題である。 

・スマートフォン等の

不適切な使用による指

導は 15 件（昨年 29 件）
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減少した。1 年生が 12

件を占め、初期指導の

徹底とタブレットの適

正な利用が課題であ

る。 

交 通 安

全 教 育

の 徹 底

お よ び

充実 

・交通法規

の遵守及び

マナーの育

成 

・交通事故

防止のため

の危険予測

能力の育成 

・自転車盗

難対策 

・単車通学

生に対する

指導の充実 

・交通事故件

数の削減（目

標値：年間 30

件未満） 

・二重ロック

率の向上（目

標値：平均施

錠率 95％以

上） 

・危険箇所での

交通指導の充

実 

・交通講話の計

画・実施 

・定期的な二重

ロック点検の

実施 

・単車通学生実

技講習会・単車

通学生集会の

実施 

・単車通学生違

反者指導の充

実 

C 

交通事故は３５件（自

損事故を含む）発生。

件数としては前年度

（３３件）から増加。

救急搬送された事故も

発生している。交通マ

ナー等に関して外部か

ら厳しい声も多い。 

二重ロックは９８％程

度の施錠率。 

単車実技講習会、単車

通学生集会を行ない、

交通安全の啓発を行っ

た。 

生徒の

自主性

の涵養 

自主的・

主 体 的

な 活 動

の推進 

学校行事や

ボランティ

ア活動への

積極的参加 

・生徒会を中

心とした生徒

主体の取組の

確立 

・ボランティ

ア活動による

奉仕の精神の

育成 

・生徒総会の実

施 

・学校行事、部

活動の意義の

理解と自己効

力感を高める

取り組みの実

施 

・生徒会、各種

委員会活動の

充実 

・ボランティア

の場の提供 

B 

・生徒総会を実施、校

則や学校行事等につい

て生徒に意見を求め

た。 

・体育大会、東颯祭（文

化祭）、強歩会など大

きな行事を制限がある

なかではるが、従来に

近い形で実施できた。 

・生徒会、風紀委員会、

保健委員会、図書委員

会で連携したスマホダ

イエット等の活動が優

秀活動を受賞。 

・校外のボランティア

も多くが再開され、多

数の生徒が参加した。

模試などと日程が重な

った場合の対応の検討

が必要。 

人権教
育の推
進 

人 権 尊

重 の 精

神 に 立

っ た 学

校 づ く

り 

知的理解を

深め人権感

覚を育成す

る指導の推

進 

・教職員の基

本的認識の深

化と実践的指

導力の向上 

評価アンケー

ト⑭「HR、授

業にける人権

教育指導」上

位評価割合95

％以上[職員]  

・生徒の知的

・人権教育職員

研修の実施 

・教職員の振り

返りチェック

の実施 

・人権教育ＬＨ

Ｒの実施 

・「人権だより」

の発行 

・人権が尊重さ

れる授業づく

C 

教職員のアンケート上

位評価割合は、94.4％

で目標を下回った。昨

年度の 94.9％からも

下がっている。職員研

修等だけでなく、日頃

から人権の大切さを伝

える呼びかけを工夫し

ていきたい。 

生徒のアンケート上位

評価割合は 94％と昨
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理解と人権感

覚の向上 

評価アンケー

ト⑳「人権教

育における学

び」上位評価

割合90％以上

[生徒] 

りの推進 年度の 89％を大きく

上回り、目標を達成し

た。今年度は昨年度の

反省を踏まえ、人権教

育 LHR などをコロナ禍

でも実施できるよう形

態を変えて実施するこ

とができた。 

人 と し

て の 在

り方・生

き 方 に

対 す る

自 覚 の

深化 

互いを尊重

し、良好な

人間関係を

構築するた

めの生徒の

意識の向上 

・人間関係の

課 題 を 受 容

し、協働で解

決する能力を

備えた集団の

育成 

評価アンケー

ト⑱「ｸﾗｽ雰囲

気 有意義な

学校生活」上

位評価割合93

％以上[生徒] 

・生徒の交流を

促す生徒会を

中心とした学

校行事の実施 

・ＳＳＴ（ｿｰｼｬ

ﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ）

の実施 
B 

アンケート上位評価割

合は 94％で、目標を達

成することができた。

例年と形態を変えなが

らも SST（ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚ

ｰﾆﾝｸﾞ）を実施すること

ができた。それらの生

徒の感想も「クラスメ

ートを知ることができ

て良かった」と肯定的

な意見が多く、今後も

継続していきたい。 

いじめ
の防止
等 

命 を 大

切 に す

る 心 を

育む 

心のきずな

を深める教

育の充実 

生徒の自他を

大切にする心

の涵養 

評価アンケー

ト⑱「ｸﾗｽ雰囲

気 有意義な

学校生活」の

上位評価割合

93％以上 [生

徒] 

・いじめ防止教

育ＬＨＲの実

施 

・心のきずなを

深めるための

標語作品募集 

・心のきずなを

深めるための

標語優秀作品

の紹介 

B 

アンケート上位評価割

合は 94％で、目標を達

成した。いじめ防止

LHR は昨年度の反省

を踏まえ、１年生の入

学後の早い時期に実施

することができた。標

語作品募集では、自他

を大切にすることを考

えながら作品作りに取

り組んだ。 

いじめの未

然防止及び

早期発見・

早期解消 

評価アンケー

ト「いじめに

あった経験」

経験ありの割

合 15％未満

[生徒] 

・心のアンケー

トの実施(年３

回) 

・いじめ防止の

「人権だより」

発行による啓

発 

・心のアンケー

トを通して、い

じめを訴えた

生徒の把握と

迅速な対応 

B 

「いじめにあった経験

あり」の割合は 10％で

あり、昨年度の 18％か

らは下がった。いじめ

事案の大半は仲の良い

友人同士によるもの

で、SSW（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜ

ｰｶｰ）によると、コロナ

禍による人間関係構築

の難しさも要因の 1 つ

であるとのことであっ

た。引き続き、SST 等

を通してよりよい人間

関係づくりにも取り組

んでいきたい。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

防 災 教

育 

生徒・保護

者・職員の

防災に対す

る意識の向

上 

評価アンケー

ト「防災教育

の積極的な実

施」上位評価

割合 95％[生

・防災通信２回

発行 

・生徒防災委員

会の定期的活

動 

B 

評価アンケート「防災

教育の積極的な実施」

上位評価割合につい

て、生徒は 95％を維持

したが、保護者は 87％
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徒]、93％[保

護者 ]、 83％

[職員]の維持 

・防災 LHR の

各学年職員と

生徒防災委員

の事前研修の

実施 

と数値を落とした。防

災通信を発行しておら

ず、保護者へのアピー

ルに欠けた部分があっ

たのではないか。来年

度にこの反省を活かし

ていきたい。 

防災教育・

避難訓練の

内容の充実 

評価アンケー

ト「災害時の

適切な行動の

理解」上位評

価割合 95％

[生徒]、85％

[職員]の着実

な維持 

・防災教育・避

難訓練の内容・

方法の再検討 

（車椅子の生

徒の避難訓練

を実施） 

B 

生徒の上位評価割合は

97％と上昇させること

ができた。講演によっ

て具体的なイメージを

つけられたところが大

きな要因と考える。来

年度は学年毎の活動と

なるが、内容の向上を

図っていきたい。 

学 校 運

営 協 議

会 

本校の教育

活動につい

て協議し、

提言を行う 

・学校評価に

ついて、協議

会 で 審 議 す

る。 

・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊｲ

ｽｸｰﾙについて

協議会で審議

する。 

・協議会の委員

を、地域代表・

地元中学校長・

有識者・保護者

代表・本校校長

とする。 

A 

今年度は、全て対面で

実施できた。学校評価

においては、委員から

高い評価を得ることが

できた。また、ｲﾉﾍﾞｰｼｮ

ﾝﾊｲｽｸｰﾙについても、貴

重な意見を頂いた。 

コース
の特色 

国 際 コ

ース 

語学や異国

文化、国際

的関心の深

化 

評価アンケー

ト「国際コー

スの特色を活

かした授業や

活動の実施」

上位評価割合

80％以上 [国

際コース生徒

・保護者] 

・台湾永平高級

中学校の生徒

とのオンライ

ンによる交流 

・各種研修プロ

グラムの活用 

・資格試験の受

験奨励・対策 
B 

アンケート上位評価割

合は、生徒９０％、保

護者８８％で目標を上

回り、目標を達成でき

た。前年度から引き続

き、台湾の高校生との

オンライン交流を実施

できたことやグローバ

ルコミュニケーション

研修においては、対面

で実施することができ

たことが評価割合の上

昇に繋がったと考えら

れる。 

理 数 コ

ース 

自然科学や

社会におけ

る産業技術

等への探究 

評価アンケー

ト「理数コー

スの特色を活

かした授業や

活動の実施」

上位評価割合

80％以上 [理

数コース生徒

・保護者]  

・学校設定科目

「科学研究」の

充実 

・大学の出前講

義等による科

学への興味・関

心の高揚 

・科学系コンテ

ストや研究発

表会、数学検定

等への参加の

奨励 

A 

評価アンケートは生徒

91%、保護者 89%と、

ともに上位評価割合が

目標を達成できた。サ

イエンスキャンプ等に

よる大学の模擬授業の

実施、検定やコンテス

トへ参加できた。科学

研究については他校の

課題研究と同じように

中間発表・最終発表を

実施することにより、

各班の研究内容の充実
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を図ることができた。 

生徒理
解・教
育相談
・特別
支援教
育 

生 徒 の

理 解 お

よ び 支

援 の 充

実 

生徒の理解

や支援にお

ける職員間

の連携強化 

評価アンケー

ト「生徒理解

のための職員

間の連携」上

位 評 価 割 合

90%以上  [職

員] 

・支援を要する

生徒について、

担任・学年主

任、教科担任、

部活動顧問、関

係分掌からの

情報収集 

・支援対象生徒

に関わる職員

で形成するチ

ーム会議にお

ける情報の共

有と支援分担

の確認 

A 

アンケート上位評価割

合は、91.5％で目標を

上回った。支援を要す

る生徒に関係する職員

間の連携が十分にとれ

た結果だと考えられ

る。今後もさらに連携

をはかり、生徒の支援

の充実に努めたい。 

教育相談や

特別支援教

育に関する

教員の資質

向上 

評価アンケー

ト⑯「支援や

配慮を要する

生徒に係る研

修」上位評価

割合 90%以上

[職員] 

・校内研修を年

２回開催 

・校外研修案内

の周知し、受講

を促進 

B 

アンケート上位評価割

合 94.4％で目標を上

回った。コロナ禍のな

かで中止されていた校

外研修会が、Zoom など

によって開催され研修

の機会が増えたことが

要因だと考えられる。

今後も周知に努め、先

生方の教育相談や特別

支援教育に関する資質

向上に努めたい。 

健康教

育 

生 活 習

慣 の 確

立 

特に、食生

活において

三 食 摂 取

し、バラン

スのよい食

生活を心が

け て い る

か。 

評価アンケー

ト「朝食の摂

取と食生活の

バランス」上

位評価割合90

％以上[生徒]

評価アンケー

ト「三食の摂

取と規則正し

い生活」上位

評価割合90％

以上[保護者] 

・朝食の重要

さ、また栄養バ

ランスと学習 

や運動能力の

関係などを保

健だよりに掲

載する。 
B 

保健だよりや保健の授

業等の活用により、朝

食の大切さを理解さ

せ、上位評価の目標を

達成することができ

た。 

心 身 の

健 康 や

安 全 に

関 す る

十 分 な

指導 

新型コロナ

ウィルス感

染症防止対

策ができて

いるか。 

評価アンケー

ト「心身の健

康や安全に関

する十分な指

導」上位評価

割合92％以上

[生徒]  

・保健委員が校

内放送及び保

健だよりを通

じて広報活動

を行う。 

A 

保健委員による昼休み

の校内放送やマスク着

用の呼び掛けにより上

位評価の目標が達成で

きた。 

安 全 管

理 体 制

の確立 

施設は安全

であると安

心 で き る

か。 

評価アンケー

ト「施設は整

備・点検され

ていて安全」

上位評価割合

・安全点検を昨

年度より早期

に行い、緊急度

の高い事柄か

ら改善を行う。 

B 

安全点検の実施により

事務室と連携を図りな

がら施設・設備の改善

に取り組み、上位評価

の目標が達成できた。 
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90％以上 [生

徒]  

緊急時の対

応が確立さ

れ て い る

か。 

評価アンケー

ト「緊急時の

安全確保のた

め の 役 割 自

覚」上位評価

割合が90％以

上[職員]  

・職員研修とし

て「救急救命講

習会」を実施 

及び生徒理解

研修において、

個別の対応を

確認する。 

C 

新型コロナウイルス感

染症の影響で「救急救

命講習会」が実施でき

なかった。生徒理解研

修では生徒の確認をす

ることができた。 

環境教
育 

整 理 整

頓、清掃

の促進 

整理整頓及

び清掃を意

識し、毎日、

掃除に取り

組んでいる

か。 

評価アンケー

ト「掃除への

取組」上位評

価割合が92％

以上[生徒] 

・委員会活動に

よる環境掃除

チェック及び

掃除時間以外

での清掃活動

を行う。 

A 

委員会の掃除チェック

及び強歩会時の清掃活

動の充実で上位評価割

合の目標を達成でき

た。 

環 境 教

育 の 充

実 

 

環境問題を

意識した行

動をとるこ

とができて

いるか。 

・学校版ＩＳ

Ｏの目標を掲

げる。また、照

明・エアコン

のスイッチを

利用していな

時には、必ず

切る。 

・環境美化委員

だよりに、環境

資源問題など

を掲載し、電気

の無駄使いを

少なくする。 

B 

「学校版ＩＳＯ宣言」

のアナウンスが弱かっ

たと考える。委員会活

動を活発にし、職員・

生徒にもっと発信して

いきたい。 

図書館

教育 

読 書 セ

ン タ ー

と し て

の 機 能

充実 

読書習慣の

確立 

貸出冊数の増

加（目標値：生

徒一人あたり

の年間貸出冊

数 4.5 冊以上/

年） 

全職員の共通

認識の下での

朝読書指導 

  B 

デジタル化の進行とと

もに、若い世代の活字

離れの進行は著しく、

朝読書の重要性は増し

ている。学年により温

度差があったことに対

しては現在取り組みを

行っている。また、現

在の年間平均貸出冊数

は 4.5 冊に近づいてい

る。 

生徒、職員

が利用しや

すい読書セ

ンターとし

ての図書館

づくり 

図書館来館者

の増加 

（目標値：年

間 来 館 者

3,000 人以上） 

・図書館報（年

２回発行）、図

書館だより（年

８回発行）によ

る読書啓発 

・図書館内の装

飾や館外掲示

による誘い 

・上映会・企画

展示等図書委

員会活動の活

性化と企画の

充実 

A 

来館者数は 4,700 人を

超え（2023 年 1 月現

在）、目標を上回った。 

広報誌等を見た後に生

徒の来館が増え、企画

展示で貸出が増えるな

ど読書啓発につながっ

た。生徒図書委員会で

は、夏休みにリーフレ

ット、秋の読書週間に

冊子を作成・配付し、

お薦めの本を紹介し

た。生徒・職員から好

評であった。その他上

映会「ライブラリーシ

ネマ」や読書会も行っ

た。 
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学 習 セ

ン タ ー

と し て

の 機 能

充実 

各部、各学

年、各教科

との連携 

図書館利用授

業時数の増加

（目標値：年

間 60 時間以

上） 

・計画的、組織

的で蔵書バラ

ンスに配慮し

た選書の継続 

・部、学年、教

科と連携した

必要資料の事

前準備 

・学級文庫設置 

・(各分野ごと

の)ブックリス

ト学級配布 

・レファレンス

充実 

B 

図書館利用授業時数は

40 時間（2023 年 1 月現

在）で、今後さらに利

用が予定されている。 

学級文庫は生徒の進路

希望を考慮しながら設

置した。また、各クラ

スには様々な分野の本

を紹介したブックリス

トを配布した。 

生徒からの読書相談、

進路実現に向けた資料

提供等、レファレンス

にはその都度真摯に対

応した。 

 

生徒、職員

が利用しや

すい学習セ

ンターとし

ての図書館

づくり 

テーマ展示コ

ーナーの充実

(年間 12 回以

上) 

・考査前１週間

の開館時間延

長 

・図書館終礼 

・机配置の工夫 

・感染症予防 

A 

考査前は１時間強程度

開館時間を延長し、生

徒の学習に供した。昨

年度末に飛沫防止パー

テーションが全机に設

置され、読書・学習環

境が充実した。昼休み

時間には特に３年生の

利用が増えたが、机の

配置変更により、一人

ひとりに十分な学習ス

ペースを確保すること

ができたことによると

思われる。 

ア ー カ

イ ブ ズ

セ ン タ

ー と し

て の 機

能充実 

東稜高校の

歩みを物語

る貴重な歴

史資料の収

集・保存・活

用 

・東稜高校ア

ーカイブズを

開館し、アー

キビスト又は

館長を置く。 

・東稜高校ア

ーカイブズ規

程の策定・周

知 

・関係部署との

連携 

・アーカイブズ

イベントの開  

催 

・生徒図書委員

会の活動活性

化 

A 

東稜高校アーカイブズ

主催の展示「熊本地震

と東稜高校」「熊本空

襲と東稜高校アーカイ

ブズ」は新聞・テレビ

等に大きく取り上げら

れた。パワーポイント

「東稜高校の歴史と資

料保存」を作成し、文

化祭でも上映され、観

覧した生徒たちからは

本校を誇りに思うとい

う声が寄せられた。生

徒図書委員会は県庁や

県立図書館にまで調査

にいくなど積極的に活

動に取り組んだ。 
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４ 学校関係者評価 
・全体的に生徒も保護者も職員もアンケート結果の評価が上がっているので、学校改革がし

っかりと進められていると思う。 
・高校入試の出願者数が増加しているので、広報活動の成果であると思う。 
・自学力の醸成について、タブレット端末にはメリット・デメリットの両面があると思うの

で、活用の仕方に工夫が必要である。 
・生徒たちにとって、学ぶことが楽しいと思えないと、学ぼうとしないのではないか。 
・学習の入り口はＩＣＴで良いと思うが、そこからいかに学びを深めるのかが教師の役割だ 
 と思う。 
・本校では、国際コースで中国語と韓国語を学べることを、もっとアピールすべきではない

か。  
 

５ 総合評価 
【重点目標（５項目）評価】 
（１）生徒指導の充実（生活習慣の確立、規範意識の醸成、自己効力感の向上、職員間連携）  
   評価項目数計[８]  Ａ[３]Ｂ[４]Ｃ[１]Ｄ[０]  

８項目中７項目で目標が達成できている。規範意識、情報モラル、自主的・主体的活動、 

生徒理解や支援の充実、生活習慣、心身の健康に対する意識に関する取組が評価できる一方 
で、交通安全に関する取組で目標を達成できていない。 

 
  【関連小項目：評価】※（）内は大項目名 

  「規範意識に関する指導の充実：Ｂ、情報モラル教育の充実：Ａ、交通安全教育の徹底および充実：Ｃ（

生徒指導）」「自主的・主体的な活動の推進：Ｂ（生徒の自主性の涵養）」「生徒の理解及び支援の充

実：Ａ・Ｂ（生徒理解・教育相談・特別支援教育）」「生活習慣の確立：Ｂ、心身の健康や安全に関す

る十分な指導：Ａ（健康教育）」 
 
（２）学習指導の充実（教科の専門性の向上、実践的授業力の向上、自学力の育成） 
   評価項目数計[２]  Ａ[１]Ｂ[０]Ｃ[１]Ｄ[０] 

取組２項目では、学力向上に関する取組が評価できる一方で、自学力の醸成に関する 
取組で目標を達成できていない。 

 

【関連小項目：評価】※（）内は大項目名 

  「授業を主体とした学力向上の取組：Ａ、自学力の醸成：Ｃ（学力向上）」 

 
（３）進路指導の充実（系統的指導の充実、自己実現のための基盤づくり） 
   評価項目数計[２]  Ａ[０]Ｂ[２]Ｃ[０]Ｄ[０] 
   取組２項目全てで目標が達成できている。コロナ禍の中でオープンキャンパスやイン

ターンシップなど、参加が難しいものがあった。 
 

【関連小項目：評価】※（）内は大項目名 

  「キャリア教育の充実：Ｂ、進路目標の達成：Ｂ（キャリア教育・進路指導）」 

 
（４）学校環境の整備（物的環境の整備、人的環境の整備） 
   評価項目数計[１０]  Ａ[４]Ｂ[４]Ｃ[２]Ｄ[０] 

 取組１０項目中８項目で目標が達成できている。学校改革の推進、防災教育、学校運
営協議会、整理整頓、環境教育の充実に関連する取組が評価できる一方で、開かれた学
校つくり、安全管理体制の確立の取組で目標を到達できていない。 

 
【関連小項目：評価】※（）内は大項目名 

  「学校改革の推進：Ａ、開かれた学校づくり：Ｃ・Ａ（学校経営）」「防災教育：Ｂ・Ｂ、学校運営協

議会：Ａ（地域連携・コミュニティ・スクールなど）」「安全管理体制の確立：Ｂ・Ｃ（健康教育）」

「整理整頓、清掃の促進：Ａ、環境教育の充実：Ｂ（環境教育）」 

 
（５）豊かな人間性の涵養（個性の伸長、多様性の理解と共生、読書の習慣化） 
   評価項目数計[１１]  Ａ[４]Ｂ[６]Ｃ[１]Ｄ[０]  

取組１１項目中１０項目で目標が達成できている。人としての在り方生き方に対する
自覚の深化、命を大切にする心を育む、コースの特色、図書館教育に関連する取組が評
価できる一方で、人権尊重の精神に立った学校づくりに関連する取組で目標を達成でき
ていない。 
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  【関連小項目：評価】※（）内は大項目名 

  「人権尊重の精神に立った学校づくり：Ｃ、人としての在り方・生き方に対する自覚の深化：Ｂ（人権

教育の推進）」「命を大切にする心を育む：Ｂ・Ｂ（いじめの防止等）」「国際コース：Ｂ、理数コ

ース：Ａ（コースの特色）」「読書センターとしての機能の充実：Ｂ・Ａ、学習センターとしての機

能の充実：Ｂ・Ａ」「アーカイブズセンターとしての機能充実：Ａ（図書館教育）」 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
評価項目全３３項目中、目標が達成できたのは２８項目（８５％）、達成に至らなかった

のは５項目（１５％）であり、昨年度の目標が達成できた（７６％）、達成に至らなかった
（２４％）から改善された。また、目標が達成できた２８項目の内Ａが１２項目であり、昨
年度の４項目から大きく改善された。 

学校評価アンケートの前年度との比較では、生徒では３３項目中３２項目（９９％）、保
護者では３２項目中２７項目（８４％）、職員では３３項目中２６項目（７９％）で前年度
を上回り、生徒・保護者・職員の全てで増加している。評価が前年度を上回っているのは、
今年度はコロナ禍でありながら、多くの学校行事が実施されたためだと考えられる。次年度
は、さらに学校行事を充実させて、評価を向上させたい。 

 


